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(百万円未満切捨て)

１．平成29年11月期第３四半期の連結業績（平成28年12月１日～平成29年８月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年11月期第３四半期 5,112 10.9 194 ― 188 ― 135 ―

28年11月期第３四半期 4,609 △6.2 △26 ― △38 ― △76 ―
(注) 包括利益 29年11月期第３四半期 151百万円( ―％) 28年11月期第３四半期 △90百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年11月期第３四半期 11.12 ―

28年11月期第３四半期 △6.29 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年11月期第３四半期 6,132 1,679 27.4

28年11月期 5,723 1,527 26.7
(参考) 自己資本 29年11月期第３四半期 1,679百万円 28年11月期 1,527百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年11月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

29年11月期 ― 0.00 ―

29年11月期(予想) 3.00 3.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

　

３．平成29年11月期の連結業績予想（平成28年12月１日～平成29年11月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,930 7.7 240 153.2 230 168.2 170 393.8 13.96
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ― 社（社名） 除外 ― 社
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年11月期３Ｑ 12,200,000株 28年11月期 12,200,000株

② 期末自己株式数 29年11月期３Ｑ 21,048株 28年11月期 20,888株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年11月期３Ｑ 12,179,023株 28年11月期３Ｑ 12,179,112株

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま

す。業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料P.3「(3)連結業績予想に関する定性的情

報」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における世界の景気は、一部に改善の遅れがみられるものの米国の回復継続や、中国の景

気拡大の継続により、全体では緩やかに回復しました。国内においては個人消費や設備投資は持ち直しの動きが継続し、

企業収益や雇用情勢の改善もあり、緩やかな回復基調が継続しました。

当社の関連する自動車業界においても、国内の自動車生産台数は前年同期比増加で推移し、工業用品の生産において

も前年同期を上回りました。また、タイヤ並びに合成ゴムの生産は前年並みで推移しました。

このような環境の中、市場の緩やかな回復に対し、既存事業の拡販、内外の新規顧客の開拓に注力した結果、日本国

内向け、海外向けとも有機ゴム薬品の販売が前年同期を上回りました。また、昨年上市したゴム向け新規製品の顧客へ

の提案活動を国内外の顧客に積極的に行いました。

　樹脂薬品、中間体、その他薬品についても、新規製品を中心に積極的な販売活動を行った結果、新規開発品の受注が

堅調に推移し、既存顧客も販売増加したことから、それぞれの業種において売上高が前年同期を上回りました。

　原材料においては、為替が円安に転じ、原油価格が昨年比で上昇したことにより製品原価の上昇傾向が見られました。

この影響を最小限とするため、内外の新規調達先の探索や評価を積極的に行うとともに、生産においては、回復傾向に

あるゴム薬品の需要増や変化する市場環境と顧客要望に応えるため、生産数量や時期並びに人員配置の効率化に対し全

社を挙げて取り組み、柔軟な生産対応を行いました。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は５１億１２百万円（前年同期比１０．９％増）、営業利益は１

億９４百万円（前年同期は２６百万円の損失）、経常利益は１億８８百万円（前年同期は３８百万円の損失）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は１億３５百万円（前年同期は７６百万円の損失）となりました。

セグメントの業績概況は次のとおりであります。

① 化学工業薬品事業

売上高は５０億８５百万円（前年同期比１０．５%増）、セグメント利益（営業利益）は１億７３百万円（前年同期は

３１百万円の損失）となりました。

② 不動産賃貸事業

　売上高は２６百万円（前年同期比３４１．２%増）、セグメント利益（営業利益）は２１百万円（前年同期比３２７．

２％増）となりました。

(化学工業薬品事業の部門別の概況)

＜ゴム薬品＞

ゴム薬品の分野は、国内につきましては、当第３四半期においても国内自動車販売や生産が前年同期と比較し、増加

傾向で推移しました。このような環境の中、ゴム製品の顧客の需要増に対応するとともに、加硫促進剤や加硫剤の主力

商品の拡販活動に注力した結果、工業用製品・タイヤ向け並びに合成ゴム向け薬品につきまして、前年同期を上回る売

上となりました。 輸出につきましては、東南アジアの顧客において回復鈍化の傾向が見られ、当第３四半期において為

替がやや円高になりましたが、この地域の需要の拡大に対し拡販努力を行った結果、前年同期を上回りました。この結

果、国内・輸出合わせての有機ゴム薬品の売上は、３１億７６百万円（前年同期比１１．９％増）となりました。

＜樹脂薬品＞

樹脂薬品の分野は、国内につきまして、アクリル酸・アクリル酸エステルの生産が堅調で推移し、前年同期と比較し、

増加傾向となりました。当社の主要製品においては、輸入品との競合が引き続き継続しましたが、積極的に販売活動を

行った結果、主要品目で販売数量を伸ばしたことから、国内の販売数量売上は前年同期を上回りました。

輸出につきましては、中国をはじめとする既存顧客が回復傾向となったことや、為替が円安で推移したことから積極

的に拡販活動を行いましたが、主要品目において市場での競争がより激しくなり、品目により販売数量・売上において

増減がありました。

この結果、樹脂薬品部門合計の売上は５億８３百万円（前期同期比６．２％増）となりました。
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＜中間体＞

中間体部門においては、界面活性剤中間体は品目により増減がありましたが、需要が全体で低調で推移し、売上が前

年同期を下回りました。染顔料中間体及び農薬中間体は主要品目におきまして顧客の需要変動に合わせ積極的な生産販

売を行った結果、全体として前期同期比で売上が増加しました。

医薬中間体・機能性化学品は、海外向けで顧客の生産減少と他社との競合により売上減となりました。しかし、国内

においては主要品目において拡販に注力し、新規顧客を獲得したことから売上が増加し、全体では売上が前年同期を上

回りました。

この結果、中間体部門合計の売上は５億７３百万円（前期同期比１４．８％増）となりました。

＜その他＞

環境用薬剤は客先の在庫調整影響と当社納入先における他社との競合により、売上が前年同期を下回りました。 潤

滑油向けは品目により増減がありましたが、前年同期並みの売上となりました。新規用途向けは当第３四半期に入って

も新規商品の販売が堅調に推移し、既存の主要製品の売上も増加したことから、一部品目で売上減となったものの、全

体では売上が前年同期を上回りました。

この結果、この部門合計の売上高は７億５２百万円（前年同期比４．９％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末における資産につきましては６１億３２百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億８

百万円増加いたしました。これは主に、現金及び預金が１億７１百万円、たな卸資産が３億１２百万円増加したことに

よります。

　負債につきましては４４億５２百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億５６百万円増加いたしました。これは主

に、支払手形及び買掛金が８８百万円、引当金が９７百万円増加したことによります。

純資産につきましては１６億７９百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億５１百万円増加いたしました。これは

主に、利益剰余金が１億３５百万円増加したことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成29年11月期の連結業績予想につきましては、平成29年７月５日に公表いたしました連結業績予想の数値に変更は

ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 710,436 882,435

受取手形及び売掛金 2,259,898 2,049,101

商品及び製品 561,104 715,041

仕掛品 244,619 306,757

原材料及び貯蔵品 198,694 295,145

その他 51,798 40,527

貸倒引当金 △2,261 △3,483

流動資産合計 4,024,289 4,285,526

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 764,009 759,841

その他（純額） 689,202 828,734

有形固定資産合計 1,453,211 1,588,575

無形固定資産

その他 15,974 13,606

無形固定資産合計 15,974 13,606

投資その他の資産

その他 232,064 257,963

貸倒引当金 △1,615 △13,416

投資その他の資産合計 230,448 244,546

固定資産合計 1,699,634 1,846,728

資産合計 5,723,924 6,132,255

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 951,773 1,040,436

短期借入金 1,060,000 960,000

1年内返済予定の長期借入金 28,044 395,224

未払金 250,206 218,641

未払法人税等 7,563 41,164

未払消費税等 28,052 1,616

賞与引当金 － 82,905

役員賞与引当金 － 9,000

その他 169,177 183,111

流動負債合計 2,494,816 2,932,100

固定負債

長期借入金 1,125,303 928,690

役員退職慰労引当金 70,798 76,478

退職給付に係る負債 332,628 351,742

その他 172,406 163,389

固定負債合計 1,701,136 1,520,300

負債合計 4,195,953 4,452,400
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 610,000 610,000

資本剰余金 58,437 58,437

利益剰余金 839,323 974,790

自己株式 △7,550 △7,575

株主資本合計 1,500,210 1,635,652

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 18,181 33,922

為替換算調整勘定 9,579 10,279

その他の包括利益累計額合計 27,760 44,202

純資産合計 1,527,971 1,679,855

負債純資産合計 5,723,924 6,132,255

決算短信（宝印刷） 2017年09月26日 09時23分 5ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



川口化学工業株式会社(4361) 平成29年11月期 第３四半期決算短信

― 6 ―

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年12月１日
　至 平成29年８月31日)

売上高 4,609,965 5,112,355

売上原価 3,980,236 4,184,054

売上総利益 629,728 928,301

販売費及び一般管理費 656,647 734,116

営業利益又は営業損失（△） △26,919 194,185

営業外収益

受取利息 355 349

受取配当金 1,745 1,567

為替差益 － 1,095

貸倒引当金戻入額 61 100

その他 5,902 4,423

営業外収益合計 8,065 7,535

営業外費用

支払利息 10,143 9,498

為替差損 8,798 －

支払補償費 － 2,556

その他 405 1,209

営業外費用合計 19,347 13,264

経常利益又は経常損失（△） △38,201 188,455

特別損失

固定資産除却損 437 216

減損損失 51,112 －

特別損失合計 51,549 216

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△89,751 188,239

法人税、住民税及び事業税 930 34,530

法人税等調整額 △14,020 18,242

法人税等合計 △13,090 52,773

四半期純利益又は四半期純損失（△） △76,660 135,466

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△76,660 135,466
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年12月１日
　至 平成29年８月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △76,660 135,466

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △8,722 15,741

為替換算調整勘定 △5,523 700

その他の包括利益合計 △14,246 16,442

四半期包括利益 △90,907 151,908

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △90,907 151,908

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

　(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。
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（セグメント情報等）

　Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年12月１日 至 平成28年8月31日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

四半期連結損
益計算書計上
額(注)

化学工業薬品
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,603,855 6,109 4,609,965 ― 4,609,965

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 4,603,855 6,109 4,609,965 ― 4,609,965

セグメント利益又は損失(△) △31,849 4,929 △26,919 ― △26,919

(注) セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(単位：千円)
化学工業薬品

事業
不動産賃貸事

業
全社・消去 合計

減損損失 ― 51,112 ― 51,112

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年12月１日 至 平成29年8月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

四半期連結損
益計算書計上
額(注)

化学工業薬品
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 5,085,400 26,955 5,112,355 ― 5,112,355

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 5,085,400 26,955 5,112,355 ― 5,112,355

セグメント利益 173,127 21,057 194,185 ― 194,185

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは、従来、「有機化学工業薬品事業」の単一セグメントでありましたが、重要性が増加した「不動産

賃貸事業」を前連結会計年度より報告セグメントに追加し、「化学工業薬品事業」及び「不動産賃貸事業」の２区分

に変更しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを記

載しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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